
事態を客観的に見つめ、より主体的に対応するた

めにもしめくくりとしてこの課題を提起した。

　以上が講義のあらすじである。願わくばもっと

少人数でディスカッショソをさせたり、課題を与

えたりしながら深めたいのであるが、いかんせん

マイク授業になってしまっている。

　ひとはなぜ「つがい」を形成してきたかをたど

りながら結婚のr核」と制度としてのそれの矛盾

を考えさせたい。さらに『スウェーデソの結婚と

家族』を視聴し、その行く末の一つの形について

認識させたかったo

（9）女性差別撤廃条約とこれからの男女関係

これこそ彼等がこれから直面するテーマである。
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5　23研究会1　　　　　壁崩壊までの東ドイツのスポーツ・システム

　　　　　　　　　　　　　ーその歴史・社会学的研究のための予備的研究一

　　　　　　　　　　　　　フラソス社会学研究の潮流一フラソス在外研究報告一

6　26　時事問題検討会1　　「生涯学習振興法案の検討」

7　10　研究会2　　　　　　大学における性教育

10　16　研究会3　　　　　　「革命」後の東欧スポーツ

11　1　秋季相模湖研究合宿　「生涯スポーツ」とスポーツ産業

　～2　　　　　　　　　　スポーツ運動の研究

　　　　　　　　　　　　　外国研究一フラソススポーツ社会学研究の動向一

12　18　研究会4　　　　　　日本スポーツの現状について

　　　　　　　　　　　　　一政府・財界のスポーツ戦略一

　　　　　　　　コメソト　講師　寺西　俊一（一橋大学経済学部助教授）
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